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SHIKINAISHA are shrines receiving offerings from the bureau of Divintities. This research target 178 shrines in 
KAWATINOKUNI, IZUMINOKUNI and SETTUNOKUNI which Osaka prefecture corresponds ancient provinces of 
Japan out of all 2,861 SHIKINAISHA in Japan. This research reveals the location tendency of SHIKINAISHA in Osaka 
including rekation with disaster risk. In addition, it is considered necessities of SHIKINAISHA's locations why they were 
founded in such places where risk of disaster is high. As a result of the analysis, SHIKINAISHA in Osaka are many in 
flat area, mountain foot and river side. In short, from a broad perspective, SHIKINAISHA in Osaka are in places hard to 
be affected by disaster such as above the high altitude. On the other hand, in regard to things that are located in places 
considered highly disaster risk, especially in waterside (rivers and oceans) that are closely related to people's lives, shrines 
where the deity who has divine virtues such as repose of disaster and protection of water traffic and it shows that the 
reflection of the idea for sacred things for ancient people is deeply involved in the location of shrines.
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１．序

　10 世紀初頭成立の『延喜式』巻九・十の「神名帳」には官社 2,861 社が登載されており、周知のように

これらの官立神社を「式
しきないしゃ

内社」という。全国的な式内社の立地の傾向に関する既往研究としては、志賀剛『式

内社の研究』1) などがあるが、個別の神社の立地状況や神社周辺の地形について言及されているものの、広

範囲の地域における統計的・包括的な検討は十分になされていない。一方で、古代の神社の立地について、

その周辺環境に古代の人々が“神聖なもの”を見たがゆえに神社を建てたものと捉え、そこに当時の人々に

よる「神」の観念の反映を見ることも可能であると思われる。そうした視点で、神社の周辺環境を統計的に

分析しようとした既往研究 2) は一部に見られるが、主として周辺の景観について検討したものであり、本

研究のように、神社の立地と災害危険性の関係を考察するものは従来の研究には皆無である。

　そこで、本研究では、既往の「式内社」研究の中でも代表的資料と言える『式内社調査報告』（全 24 冊）3)

を主に用い、現在の大阪府に相当する河内国・和泉国・摂津国（同書の第四巻・第五巻）にある式内社（178

社）の立地の傾向を現代のハザードマップと照らし合わせながら考察した 4)。周知のように、大阪は全国の

政治的中心部にあるため式内社の数も多いが、河川の運搬・堆積作用などにより地形の変動が著しかった

と考えられている 5)。本研究は、上記報告書のほか、近世・近代の資料を収集し、とりわけ変化の大きかっ

た大河川の流路や海岸線を可能な限り近世以前の状態に復原しつつ、式内社の立地を ArcGIS(Geographic 
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Information System)6) などを用いて分析したものである。

　近世における神社の立地状況を復原したのは、本研究の目的に照らして、近代に行われた大規模な土地造

成や河川改修などの人為的な変更によって神社の周辺状況が大きく変化するより前の状態に戻して考える必

要性があったためである 7)。近世の地形は、もちろん古代のそれと同じとは言えないが、そもそも古代の地

形を正確に復原することは本研究の目的ではなく、目的はあくまでも古代の官立神社の立地傾向と災害危険

性との関係を考察することにある。したがって、今後の発掘調査などの学術的研究によって古代大阪の地形

がより詳細に解明されたときに、本研究で行った神社の分類・検討内容を修正する必要が出てくる可能性も

あるだろうが、178 件というサンプル数の多さを考えれば、上記の考察を行うための全体的な傾向
4 4 4 4 4 4

を把握す

ることは十分可能と考えられる。

　一般に、創建の古い神社の周辺地域は災害危険性が相対的に低いという社会通念があるが、それを検証し

たものはこれまでほとんど見られない 8)。本研究で詳述するように、大阪府の事例を見る限り、式内社の過

半数が「災害危険箇所」に該当していないとは言え、約 43％もの神社が比較的危険とされる地域に立地し

ており、管見の限りそのことを指摘した研究は見られないし、その理由の一端について考察したものもない。

こうした検証は、将来の歴史的建築や歴史的環境の保存と防災に向けた全体的指針検討の際の、有効な知見

を得ることにも繋がるだろう。

　

２．式内社の周辺環境の分類

２.１　「土地の傾斜」と「水辺との位置関係」による分類

　本研究では前掲『式内社調査報告』記載の大阪府の式内社 ( 全 194 社 ) のうち 178 社を対象として 9)、　

神社の周辺環境を ArcGIS を用いて以下のように分類した ( 図 1)。なお、神社の位置が創建後に移転したも

のについては、資料に旧社地が明記されている範囲で、旧社地によって検討した。

①土地の傾斜による分類

１)　平坦地

　1a. 平坦地一般　　1b. 盆地　　1c. 低地 10)

２)　山地　(山頂・山腹・山麓・台地 )

　2a. 尾根筋・急傾斜　　2b. 尾根筋・緩傾斜　　2c. 谷筋・急傾斜　　2d. 谷筋・緩傾斜

　まず、神社の立地する土地の傾斜角により、「1）平坦地」と「2）山地」に大別した。傾斜角の算出方法は、

国土交通省国土地理院国土交通局発行の「基盤地図情報　数値標高モデル」11)( 以下「DEM データ」) を GIS

上でラスタデータ化し、図 2のような標高データを作成したのち、標高データから、「Special Analyst」ツー

ルの「傾斜角」ツールを用いて傾斜角データとして 3種類に識別した (図 3)。分類の基準は経済企画庁 (現

内閣府 )の地形分類をもとに、その他の参考文献 12) も参照して設定した。5度未満の傾斜地を「平坦地」(図

3の緑の領域 )、5度以上を「山地」とし、さらに「山地」に含まれるものを 5度以上 15 度未満の「緩傾斜」

(図 3の黄の領域）と 15 度以上の「急傾斜」（図 3の赤の領域）の 2種類に分類した。

　「平坦地」は、傾斜角データのうち上記「平坦地」に識別される領域に存在するものを抽出し、その中で

もさらに 3種類に細分類した。「盆地」（1b）に含まれるものは、「平坦地」に立地するもののうち、周囲を「山

地」(傾斜角 5度以上 )の領域により閉合され、周囲の傾斜部分より標高が高い土地を抽出したものである。

また、「低地」（1c）は、「平坦地」に立地するもののうち、GIS 上に表示した国土交通省国土政策局国土情

報課が公開する「国土数値情報　低位地帯データ」上に含まれるものを「低地」とし、それに含まれない土

地を「平坦地一般」（1a）とした。

　次に、標高データより「Special Analyst」ツールの「水文解析 13)」ツールを用いて山地の起伏に沿って

流れる河川の集合点を谷筋データとして作成した。また、標高データの正負を反転させた仮想地形を作成し、

同様の操作を行うことで尾根筋データを作成した ( 図 4)。作成した谷筋データと尾根筋データを使用して、

山地の神社から最短距離の筋を優先し、それぞれを谷筋・尾根筋の 2 種類に立地する神社として分類した。

さらにその後、傾斜・筋毎に分類した地形を、国土地理院地図「色別標高図」を用いて、目視により山頂・

山腹・山麓・台地の 4つに分類し、それぞれ 2a 〜 2d の 4 種類と合わせて合計 16 種類に分類した。

　以上より、神社の立地する地形を平坦地 3種類、山地 16 種類の 19 種に分類した。
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※　●は式内社を示す　　図 1　式内社の周辺環境の分類

図 2　標高データ

図 3　傾斜角データ

図 4　谷筋データ (青 )・
　　　尾根筋データ (赤 )

②水辺との位置関係による分類

１)　川の辺　　２)　海岸 14)( 離島・岬・入江含む )　　３)付近に水辺なし

　上記①の 19 種の分類に加え、周辺環境 ( 水辺 ) との位置関係により、式内社の立地を上記１）〜３）に

分類した。ここでは、国土交通省国土政策局国土情報課が公開する「国土数値情報　河川データ」15) 等を

GIS 上に表示し、バッファ処理を行ったのち、それらのバッファ領域に含まれるものを、「川の辺」あるいは「海

岸沿い」に立地するものとした。バッファ領域の設定は、河川から 300m 以内に含まれるものを「川の辺」、

海岸線 ( 湖岸線 ) から 500m 以内に含まれるものを「海岸沿い」とした。バッファ領域内に含まれないもの

は全て「付近に水辺なし」とした。また、次章（3.2）で述べるように河川の形態と神社の位置の関係によっ

て、さらに細分類した。

２．２　近世における大河川（淀川・大和川）および海岸線の復原

　河川や海岸線に関しては、近代以降の大きな変更が施される前の状態にして検討することとした。河川の

氾濫などによる流路の変化が著しかったと考えられる淀川や大和川に関しては、宝永元 (1704) 年に作成さ

れた「大和川附替之図」16) や明治期に陸軍が作成した「二万分一地形図大阪近傍」17) などを用いて図 5 に

示す復原図（以下「河川復原図」）を作成した。また、海岸線の復原に関しては、19 世紀初期に伊能忠敬が

作成した大日本沿海輿地全図（「伊能図」）18) を用いた。神社の周辺状況の検討を行うために、前述の河川

1b 盆地（3 社）　　

①土地の傾斜による分類
１）平坦地（134 社）

２）山地（山頂・山腹・山麓・台地）（44 社）

2a 尾根筋・急傾斜（8 社）

②水辺との位置関係による分類

１）川の辺（92社） ２）海岸（5 社）

４）河川合流内２）曲線（凸岸部）　　 ５）河川合流外側　　３）曲線（凹岸部）　　

1c 低地（5 社）　　

尾根筋　

2b 尾根筋・緩傾斜（24 社）

（山麓）　　

（山頂）　　 （山麓）　　

（山頂）　　

2c 谷筋・急傾斜（0 社） 2d 谷筋・緩傾斜（12社）

1a平坦地一般（126 社）

３）付近に水辺なし（86 社）

③河川の形態による分類

１）直線　　
（27 社） （14 社） （29 社） （7社） （9社）

●
●

●

●

●

●
●

● ●

●

● ●
● ●

●

　：式内社

　：式内社

平坦地
傾斜角<5°　

山地( 急傾斜 )
15°≦傾斜角　

山地( 急傾斜 )
15°≦傾斜角　

山地(緩傾斜 )
5°≦傾斜角＜15°　

山地(緩傾斜 )
5°≦傾斜角＜15°　
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河内湖

式内社の高密地域

式内社の高密地域

（旧石器〜古墳時代）

出典：大阪府史
付図

復原図を作成した範囲 (淀川・大和川流域周辺 )を中心に、国土地理院地図「土地条件図」を使用した。

３．大阪府の式内社の立地傾向

３．１　式内社周辺の地形の傾向

　前章で述べた神社の周辺状況を分類・検討すると、大阪府の式内社は、大局的に見れば、「平坦地」と、「山

麓・尾根筋」に多く立地する傾向にあると考えられる。

　まず、式内社の多くは「平坦地」に立地している。式内社は大分類の「平坦地」と「山地」を合わせて全

178 社あり、そのうち約 75％に当たる 134 社が「平坦地」に立地している 19)。先行研究において志賀氏や

菱沼氏が指摘するように 20)、このことは平地に古代村落が多かったことと関連するのであろう。実際、図 6

に示すように、式内社の分布は先史時代の集落や古墳の分布とよく一致し、その一方で旧河内湖があったと

される場所周辺には神社が少ないことはそのことを示している。

　次に、表 1 のように、「山地」の式内社は、多くが「山麓」に立地し (「山地」の 44 社中 34 社。約

77％ )、特に「山麓・尾根筋・緩傾斜」に多い (17 社 )。次いで「山麓・谷筋・緩傾斜」(10 社 )、「山麓・

尾根筋・急傾斜」(7 社 ) が多い。一方で、斜面崩壊などの危険性が高いと考えられる谷筋の急傾斜地に立

地する神社は一つも見られなかった。

３．２　河川の形態による立地傾向

　以下に示すように、大阪の式内社は川沿いに多く立地する傾向があり、神社周辺の河川の形態を見ると、

直線的なものが多いということを指摘できる。

　全 178 社中 92 社 ( 約 52％ ) が「川の辺」に立地している。詳しく見ると「平坦地」134 社中 65 社 ( 約

49％ )、「山地」の「谷筋」12 社中 10 社 ( 約 83％ )21)、「尾根筋」32 社中 17 社 ( 約 53％ ) となり、どの地

形においても約 5〜 8割が「川の辺」に立地している。

　河川の形態を見ると、神社周辺の河川は直線的な流路のものが圧倒的に多いが、2 つ以上の河川の合流地

点にあるものも少なくない。「川の辺」（92 社）の河川の形態は、

③河川の形態による分類

・一つの河川 (合計 70 社 )

図 6　大阪府の式内社の分布
※『大阪府史　第一巻』付図などをもとに作成

山地 (44) 山地の形態

立地場所 立地傾斜 山麓 (34) 山腹 (6) 山頂 (2) 台地 (2)

谷筋 (12)
緩傾斜 (12) 10 2 0 0

急傾斜 (0) 0 0 0 0

尾根筋 (32)
緩傾斜 (24) 17 3 2 2

急傾斜 (8) 7 1 0 0

※　式内社研究會『式内社調査報告』掲載の地形図と

　　神社の所在地を主な資料として上記地形分類を元に作成

表 1　式内社周辺の「山地」の形態と社数

●：式内社（海岸沿）

近世の海岸沿い
（伊能図による）

図 5　淀川・大和川の河川復原図 (近世 )

石津太神社

高石神社

大鳥濱神社

粟神社

神前神社

近世の海岸線
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　１）直線的な形態の河川沿い　(27 社 )

　２）曲線的な形態の河川の場合の凸岸部沿い　(14 社 )

　３）曲線的な形態の河川の場合の凹岸部沿い　(29 社 )

・二つ以上の河川 (合計 16 社 )

　４）河川の合流地点の内側　(7 社 )

　５）河川の合流地点の外側　(9 社 )

の 5 つに大別され (その他 6社 )、上記１）〜３）の河川沿いに立地する神社は 70 社 ( 約 76％ ) である。

　なお、現在の地形では海沿いに分類されるものは一つも見られないが、前記「伊能図」22) により復原し

た近世の海岸線で分類すると、海沿いに立地する式内社は当時少なくとも 5 社あったことがわかる ( 図 6)。

それらは、津波による水害の危険性も低くなかったと思われるが、後述（4.2）のように、これは大阪湾に

おける海運守護神の祭祀と関係していると考えられる。

３．３　災害危険性から見た立地の傾向 (安全性に配慮 )

　本節では、大局的に見れば、式内社は災害危険性が比較的小さい場所に立地しているということを示す。

　まず、前記のように、①土砂災害に関しては、その被害が相対的に小さいと考えられる平坦地に多く、山

地の中でも急傾斜の谷筋が避けられていると言える。また、②水害に関しても、河川氾濫の危険性が比較的

小さいと考えられる直線的な河川沿いに多く立地している。その要因は様々に考えられるが、神社創建に際

して、災害危険性をなるべく避けるように社地を決定したことがその一因にあげられる。

　このことは、現代における各神社の災害危険性の小ささとも無関係ではないと考えられる。以下、災害危

険性の関係性の検討には、国土交通省国土政策局国土情報課が公開する「国土数値情報　土砂災害危険箇所

データ」、「国土数値情報　土砂災害警戒区域データ」、「国土数値情報　浸水想定区域データ」を GIS 上に表

示し、それらの領域に含まれる式内社をそれぞれの災害危険箇所に該当するものとして分類した 23)。

　大阪府の式内社の半数以上が、現代のハザードマップの災害危険箇所に含まれない場所に立地している。

国土地理院発行の災害データ 24) である①「土砂災害危険箇所」25)、②「土砂災害警戒区域」26)、③「浸水

想定区域」を用いると、全 178 社のうち、災害危険箇所に該当しないものは 101 社 ( 約 57％ ) あり、一応

は過半数が危険性の小さい土地に立地していると言える。

　しかし、一方で災害危険箇所に該当するものは残りの 77 社 ( 約 43％ ) であり、これは決して少ない数字

地形 谷・尾根 傾斜 川の辺 社数
該当する災害危険性 (重複あり )

土砂災害危険箇所 土砂災害警戒区域 浸水想定区域

平坦地一般 26 1 0 25

平坦地一般 ● 25 1 2 24

山麓 尾根 緩 ● 8 8 5 6

低地 ● 3 0 0 3

山麓 尾根 急 ● 3 2 2 3

山麓 尾根 急 3 3 1 1

山麓 谷 緩 ● 2 1 1 1

山腹 尾根 緩 ● 2 1 1 2

低地 1 0 0 1

山麓 谷 緩 1 1 0 1

山腹 谷 緩 1 1 0 0

山麓 尾根 緩 1 1 1 1

台地 尾根 緩 1 1 0 0

合計 77 21 13 68

表 2 災害危険箇所に含まれる式内社周辺の地形

図 7　大阪府における式内社の分布

微高地上の式内社

砂堆

自然堤防

扇状地

ではない。その内訳は表 2 のようになる。全体として浸水

想定区域に該当するものが最も多く (68 社 )、「平坦地」で

は「山地」よりも土砂災害の危険性が小さい一方で、神社

周辺の河川の有無に関わらず浸水の危険性が高い傾向に

ある 27)。しかし、そのことを加味しても、平坦地の式内

社 134 社のうち浸水想定区域に該当するものは 53 社 ( 約

40％ ) となり、やはり半数以上が危険性の小さい場所に立

地していると言える 28)。

　さらに、「平坦地」の浸水想定区域に含まれる式内社を

見ると、「微高地」に立地するものが多く見られる。国土

( 数字は社数 )

近世初期の大和川周辺

凡例　●：式内社
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地理院地図「土地条件図」29) を見ると、災害危険箇所に該当する 77 社のうち、半数近くの 30 社は「自然堤防」

や「扇状地」、「砂州・砂堆」など、同図において「低地の微高地」に分類される地域に立地している (図 7)。

そして、その多く (20 社 ) は、大和川・淀川を近世以前の状態に復原すると（図 5）、河川の流路に沿って

形成された「自然堤防」や「砂堆」、「扇状地」の上に立地している。

４．現代の災害危険箇所に立地する式内社の立地理由

　前述の通り、全体的傾向としては、式内社は、災害安全性に配慮しながら土地を選んで建設されていると

言えるが、その一方で、災害危険性が比較的高いと考えられる場所に立地する神社も少なくない。その理由

についての考察を可能にする資料は極めて少ないが、『式内社調査報告』（前掲）等に記された神社の由緒な

どから祭神と立地との関係を見ると、災害危険性が比較的高い場所に立地する神社の一部には、１．防災・

鎮災の役割を持つ神を祀る神社、２．水運守護の神を祀る神社、３．信仰の対象物が災害危険箇所にある神

社があげられる。すなわち、比較的災害危険性が高い場所に立地する神社の周辺環境は、少なくともその一

部の神社において、古代の人々の「神聖なもの」への観念が反映されているものと考えられる。

　なお、神社の創建などに関わる歴史的背景については、上記『式内社調査報告』の他に、諸種の文献資料
30) をもとに調査・整理した。ここで、創建後に祭神を追加・変更した神社もあるが、本稿で研究対象とし

た全 178 社の式内社と同様に、下記の神社の祭神に関しても、上記資料において執筆者が創建時の祭神とし

て有力視するものをもとに以下の検討を行った。以下神社の括弧内数字は図 8の位置を示す。

４．１　防災・鎮災の役割を持つ神を祀る神社

　災害危険箇所に立地する式内社の中には、災害を防ぐ、または災害を鎮めることを目的として神を祀る神

社が散見される。その例として、淀川・大和川の氾濫を防ぐために築堤された「茨田堤」・「横野堤」付近に

建設された堤根神社 (① )・横野神社 (⑪ )があげられる。堤根神社は、『日本書紀』仁徳天皇 11（323）年

条に記述されている「茨田堤」の守護と農業の安定を司る神・「彦八井耳命」を祀る。旧河内湖に流れる淀

川左岸の低湿地はしばしば水害に見舞われたとされるが 31)、この地域には、津嶋部神社や意賀美神社など、

古代に淀川治水事業を担った渡来系技術者たちの神である「素戔嗚尊」を祀る神社が少なくない 32)。一方、

横野神社は、現在は旧社地の東南約１km の巽神社に水神「印色入日子命」が合祀されているが、旧社地は

旧大和川沿いの低湿地で、堤根神社と同じく仁徳紀に記される「横野堤」の守護神を祭神としている 33)。

　その他、石津川の堰の守護のために祭神が祀られたと考えられている大鳥井瀬神社や、氾濫を防ぎ、農業

を安定させるための治水を司る神を祀ったとされる津原神社（⑨）など、上記した堤根神社・横野神社を合

わせて合計 7社が淀川や大和川の流路に分布している 34)。

その他の式内社

信仰の対象物付近に立地

鎮災・防災の祭神

水運守護の祭神

図 8　現代の災害危険箇所に立地する式内社と祭神

４．２　水運守護の神を祀る神社

　前述のように、大阪府の式内社の立地に関わる

災害危険箇所のうち、最も件数の多いものは浸水

想定区域であった。これは古代の大阪は水上交通

が盛んであったため、住吉三神をはじめとする海

神や河川の守護を司る神を祀るものが多く、安全

祈願のために水際に近い場所に創建された神社が

少なくないためであると考えられる。

　具体例としては、住吉系の神社があげられる。

住吉大社 ( ⑭ ) の境内には式内社である大海神社

( ⑬ )、船玉神社 ( ⑮ ) がある。住吉大社の主祭

神は住吉三神であるが、よく知られるように住吉

三神は海上交通の守護として朝廷や民衆の崇敬を

集めた 35)。また、大海神社の祭神も海神である。

造船や海運業者の崇敬が厚い船玉神社には船玉神

が祀られ、船舶そのものの霊として奉祀されたこ

⑪横野神社

①堤根神社

⑭住吉大社

⑬大海神社

⑮船玉神社

③阿遲速雄神社

⑫佐麻多度神社

②須波麻神社

⑰恩智神社

④川俣神社

⑤石切劔箭命神社

⑨津原神社

⑥鴨高田神社

⑦都留彌神社

⑩彌刀神社

⑱大依羅神社

⑲開口神社

⑳大鳥濱神社 ㉑宿奈川田神社

⑲鐸比古神社
　鐸比賣神社

⑯天照高座神社

⑧梶無神社
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とからも住吉神社との関わりが深いとされる 36)。現在これらの神社は、後年の港湾埋立等により沿岸から 5

㎞程の場所に立地しているが、近世の復原図を見ると、当時は上町台地の西側に広がる海の近くに立地して

いたことがわかる。

　他にも、往古の河内湾に浮かぶ島上にあったとされる都留彌神社 (⑦ )や、上町台地北端の内海沿いにあっ

たとされる阿遲速雄神社 (③ )などは水運に関わる水神を祀り、旧大和川沿いにも川俣神社 (④ )や彌刀神

社 ( ⑩ ) などがあり、上記住吉系神社を合わせて合計 9 社がある 37)。これらの神社の周辺地域は水上交通

の拠点や海上・陸上交通の出発点としての重要な役割を担っており、水上の安全や要衝の守護のため神社が

創建されたと考えられる。

４．３　信仰の対象物が災害危険箇所にある神社

　災害危険箇所に立地する神社の中には、御神体や聖域などの、信仰の対象物が災害危険性が比較的高い場

所にあることから、必然的にその場所付近に建設されたものがある。

　まず、土砂災害の危険性が高い場所に信仰の対象物がある神社として、露出した岩盤の内部に本殿がある

天照高座神社 ( ⑯ ) や、神社の背後の高尾山山頂にある巨岩を信仰する鐸比古神社（⑲）など合計 7 社 38)

の神社があげられる。これらは付近の大岩や山岳信仰に基づく山地に神が降臨したという伝説からこのよう

な危険とされる場所に神社を創建したものと考えられる。

　また、浸水想定区域に含まれる場所に信仰の対象物がある神社として、飲料水を提供する井戸や水源を神

聖な場所と考え、その地を祀るために創建された神社がある。たとえば、谷川の水源近くにある佐麻多度神

社 ( ⑫ ) や、海浜にありながら井戸水が豊富である大鳥濱神社（⑳）、水辺に植生する樹木を伐採する際に

木霊を鎮める祭祀場に建てられた須波麻神社 (② )など、合計 5社 39) がある。

５．結論

　本研究では、以下のことを明らかにした。大阪府の式内社（考察対象178社）の約75％は「平坦地」に立地し、

「山地」の中では約 77％が「山麓」に立地し、特に「尾根筋・緩傾斜」に多く、大局的に見れば、比較的災

害危険性が低い場所に立地する傾向にあると考えられる。実際に現代のハザードマップと照らし合わせると、

災害危険箇所に該当しないものは 101 社 ( 約 57％ ) あり、一応は過半数が危険性の小さい土地に立地して

いる。しかし一方で、災害危険性が比較的高いと考えられる場所に立地するものも少なくなく、その理由の

考察は資料の制約から困難であるが、それらの神社の祭神と立地との関係を見ると、１．防災・鎮災の役割

を持つ神を祀る神社、２．水運守護の神を祀る神社、３．信仰の対象物が災害危険箇所にある神社が散見さ

れる。したがって、比較的災害危険性が高い場所に立地する神社の周辺環境は、少なくともその一部の神社

においては、古代の人々の「神聖なもの」への観念が反映されているものと考えられる。

謝辞　本研究を進めるに当たり、若林知生氏 (国土交通省近畿地方整備局 ) には多くのご支援を頂きました。こ
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